












むすび 

 戦後比較的短期間のうちに,それまでみられなかった規模の変化が,人口の面,婦人の生

活の面,家庭観の面に相継いで発生し,それが今日までの戦後社会を特徴付けている。これ

から 10 数年すると 21 世紀を迎えるが,上にのべたような特徴は,一層色濃くなっているに

相違ない。伝統的家庭は,形態的にも意識の面でも殆んど姿を消してしまうが,そこで求め

られるものは,新しい家庭観の構築であり,それを基盤とした生活の実践である。伝統的家

庭の消失が,世代間の断絶を浮出させながら進行しているのが現状であるといえるが,これ

が,いかに現在の社会に大きな影響を与えているかは言うまでもない。家庭をこのように変

えて来た様々な要因は,戦後社会にある意味では必然的に生起して来た客観的事象であり,

それを取り除くことは出来ない。われわれは,その中で生活し,21世紀に出会わなければな

らないのであるが,その中で是非やっておきたいことは,新しい魅力ある家庭像の描出であ

る。経済発展や技術革進の良い面が充分に反映するような家庭生活を描き出さねばならな

い。今までは,技術革新は一人でも生活できるという便利さを生んで,意識の個人主義化を

著しく促進したが,21 世紀に向っての技術の進歩は,家庭の連帯に促進的に働くものであ

ってほしい。孤立して生活するために技術を利用するのは駄目である。 

 家族の連帯の中に,子育ての意義を新たに創設し,生き生きとした新しい世紀を迎えたい

ものである。 


